













 THE IDEAL FROM OF EDUCATIONAL SPACE FOR KIDS LEARNING FROM 








This is a thesis about "Forest Kindergarten" revealing that space elements of environmental education. 
I suspect that nursery spaces have been created by adult circumstances including women's empowerment and 
lack of childcare workers of late year.	 I think nursery spaces should be created from children's point of view. 
for instance, the large square space which is open without any interruptions and the abolition of a step for 
protection against danger. For these reasons, I investigated "Forest Kindergarten" is possible for children to 
play free in nature or not. I mainly search what kind of nature and how they play, then I derive features and 
elements which are requested and I examine the figure which nursery spaces should be in term of 
architectionically. 


















































































































































































































































図１	 a 保育園活動図	 図２	 b 保育園活動図	 
図３	 c 保育園活動図	 図４	 d 保育園活動図	 



















































































































































































図９	 水で遊ぶ	 図 10	 水たまりで泥遊び	 





































する。なお、c 保育園は入園してから 13:30 くらいまで野
外で遊び、そのあと園舎に戻るので、ここで述べる野外
とは入園 10:00～13:30 の間、室内とは 13:00～退園する
までで、それぞれの１時間を対象とする。	 
	 
１日目女の子（２歳）・・・野外	 4652 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 3067 歩	 
２日目男の子（３歳）・・・野外	 8527 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 1264 歩	 
３日目男の子（２歳）・・・野外	 4822 歩	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 室内	 2061 歩	 
４日目男の子（４歳）・・・野外	 11921 歩	 



































































































































図 15	 c 保育園平面図	 
図 16	 ２歳女の子の動線	 	 図 17	 ３歳男の子の動線	 
図 18	 ２歳男の子の動線	 	 図 19	 ４歳男の子の動線	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や興味の対象の要素はとても小規模なものなのだ。なの
で、大規模の園庭を作らなくても要素さえあれば小規模
でも環境教育の行える場所を作ることができる。	 
	 本研究から「森のようちえん」の保育空間には、第
４章の要素を含む空間が重要であることがわかった。ま
た、その空間を取り入れることができれば都心でも環境
教育は可能ということにもなる。最もそれを実現できる
場は園庭である。日本での保育園や幼稚園は年に１度の
運動会を重視するあまり平で砂利敷の園庭を求める所が
多い傾向がある。「園庭の広さを大きくするのはコスト
的にも難しい傾向があるので、園庭の中の工夫をするの
はどうだろう。砂利でできた平らな園舎でなく、森をイ
メージしたデコボコのある園庭にするのはどうか。木を
植えてみて四季を感じれるようにするのはどうか。と対
策は色々見えてくる。「森のようちえん」の環境教育か
ら学んだ大切なことは子供が何をするかではなくて、何
を感じるかだ。	 
建築家はただ箱を作り、動作を仕向ける建築を作るの
ではなく、それ以上に、どのような出来事をさせたいの
か、どういう育て方をしたいかということまで深く踏み
込む必要がある。保育環境とは色々な分野が入り交じっ
ていてそれぞれの専門家にまかせちがいがちなので、も
っとお互いが寄り添って考えて行くべきである。	 
（２）キッズデザインの評価 
園舎のない保育空間である「森のようちえん」では園
舎の中ではできないたくさんの体験をすることができる。
木の穴があれば、覗きたい・手を入れたいと感じ、泥が
あれば、触りたいと感じる。それらの子供の感覚など、
子供目線からデザインを考える「キッズデザイン賞」と
いうものがある。それは子供たちの想像力をデザインに
落とし込んでいる子供スケールで考えた建築である。そ
の中で３つの園を紹介し、なぜ評価されたのかという理
由を本研究結果から読み解く。	 
１つ目の園は、落合守征による設計の保育園施設「ピ
ッコリーノ保育園ピクシーホール」である。は坂の様な
階段がある。これは要素１の坂と要素２の 300mm 以下の
段であり、坂を登って視界を変えることができ、また、
段に座ったりできることで様々な遊びが展開できる。ま
た、カラフルな道具を使い自分たちで空間を変化させる
ことができる。「森のようちえん」の様な木や水の要素
はないが、段や坂によって子供たちの体験を促している
ように見える。また、東屋のような死角のある空間をつ
くることで、子供たちにとって落ち着ける空間を作り出
している。	 
２つ目の園は、立川市にある手塚貴晴・由比とピータ
ー・クックによる設計の「ふじようちえん」である。	 
	 
	 
	 
	 
ここには手摺のない段差は最大 1000mm であり、要素１の
さまざまな高さの段差がある。また、馬などの動物がい
るので、子供たちはいつでも動物と触れ合うことができ
る。また、木を中心とした螺旋状の半屋外空間の建物は
木の変化を身近に感じることができるし、木をちがう目
線でみることができる。要素８の東屋空間もあり、子供
たちの落ち着きの場や教育の場となっている。最大の特
徴とも言える屋上の回遊性のある丸い空間は要素７を建
築に取り入れたものであると言える。	 
３つ目の園は秋田県秋田市にあるサムコンセプトデザ
イン設計の「あきたチャイルド園」である。ここには園
庭の中に「森のようちえん」要素がたくさん詰まってい
る。様々な角度の坂があり、建築の内にいながらも自分
たちで遊びを見つけ出すことができる。また、コの字形
の園舎で園庭を囲む事によって異年齢交流を園庭で促す
ことができる。下の表の様に、それぞれの教育方針に従
って建築に要素を組み込むことで子供のための環境教育
を行うことができる。	 
（３）あとがき 
保育環境というのは決して建築などの形だけでは解決
ができない。しかし、建築から力になれることもある。
園庭を充実させたり、公園を充実させたり。キッズデザ
インのように内装を保育空間を充実させることもできる。
戦後から子供の遊び方は急激に変化してきた、今後 20、
30 年と変わり続ける遊びと「森のようちえん」はどう社
会と兼ね合っていくのか。建築はどのように関わって行
くことができるのか。子供たちが将来を担っていく存在
であり、その子供たちを街づくりに入れることを促進し
たい。	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